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2023年3月期上期 決算概要
2021年度

上期

実績 期初計画 修正見通し 実績

（Ａ） （B） （C） （D） (D)-(A) 増減率 (D)-(B) 増減率 (D)-(C) 増減率

売上高 594.2 600.0 600.0 609.2 15.0 103% 9.2 102% 9.2 102%

　営業利益 6.5 4.0 △ 4.5 △ 3.1 △ 9.7 ー △ 7.1 ー 1.4 ー

　＜営業利益率＞ <1.1%> <0.7%> ー ー

(単位：億円）

親会社株主に帰属する

四半期純利益

2022年度

上期
前年比

　経常利益 7.5 3.0 0.7 △ 6.8 ー

3.4 1.0 △ 3.5 △ 6.8 ー

△ 2.2 2.9 ー

3.5 ー△ 7.0

計画比

期初計画比 修正見通し比

ー△ 4.5

△ 2.3 ー

●前年比 売上は、主に原燃料価格転嫁により「増収」

利益は、価格転嫁タイムラグや、火災事故対応による製品移管運賃などにより「減益」

●計画比 8月公表の上期連結業績予想に対し「増収・増益」

※ 原燃料価格スプレッド改善、原価低減、固定費削減、為替差益

※ 修正見通し（C）= 2022年8月2日公表値
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2023年3月期上期 インダストリー分野
2021年度

上期

実績 期初計画 実績

（Ａ） （B） （C） (C)-(A) 増減率 (C)-(B) 増減率

売上高 356.3 346.0 352.7 △ 3.5 99% 6.7 102%

　営業利益 △ 5.5 △ 2.0 △ 1.3 4.1 ー 0.7 ー

　＜営業利益率＞ ー ー ー

　経常利益 △ 5.6 △ 3.6 △ 3.4 2.2 ー 0.2 ー

(単位：億円）

前年比
2022年度

上期
計画比

期初計画比

●前年比 売上：価格転嫁の増収効果も、液晶梱包材や自動車部材の需要減で、着地は「前期並み」

利益：生産性向上や固定費削減等で「赤字縮小」

モビリティ ：部材用途で自動車減産影響を受けた需要減少も、部品梱包材用途では需要増加

売上高は、原燃料等の高騰を受けた価格転嫁で前年を「やや上回る」

エレクトロニクス ：液晶関連業界の第２Ｑからの在庫調整局面による需要減少で、売上高も前年を「下回る」

医療・健康 ：エラスティルの用途拡大や、テクノゲルの医療用電極用途などで「好調」

※欧州Proseatの経常損失は、ほぼ「前年並み」
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食 ：

住環境・エネルギー ：

（数量） エスレンシート ：
エスレンビーズ ：

2023年3月期上期 ヒューマンライフ分野

●前年比 売上：需要減退も、原燃料価格高騰分の転嫁により「増収」

利益：原燃料価格等の急速な高騰や、火災事故対応の製品移管運賃などにより「大幅減益」

食品容器：観光・外食・弁当容器など復調の兆しも、内中食需要が落ち着きをみせ「やや減少」
農水産 ：農産は収穫時期の早まりなどで「需要増」、水産は漁獲量減少で「需要減」

土木用途は工事物件の遅れで「低調」も、建築用途は外壁材用途で「好調」に推移

テイクアウト容器向けは堅調も、食品トレーや即席麺容器向けの需要が一服し「減少」
水産用途やライフグッズ用途の需要減退などで「減少」

2021年度

上期

実績 期初計画 実績

（Ａ） （B） （C） (C)-(A) 増減率 (C)-(B) 増減率

売上高 237.9 254.0 256.4 18.5 108% 2.4 101%

　営業利益 15.3 13.0 7.0 △ 8.4 45% △ 6.1 53%

　＜営業利益率＞ ＜6.4%＞ ＜5.1%＞ ＜2.7%＞

　経常利益 15.5 13.2 6.7 △ 8.8 43% △ 6.5 51%

(単位：億円）

2022年度

上期
前年比 計画比

期初計画比
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2023年3月上期 経常利益増減分析

2021年度

上期実績

2022年度

上期実績

売上差
（数量他）

製品価格

原燃料価格
大分

移管運賃
上海

ﾛｯｸﾀﾞｳﾝ

コストダウン 為替差他

固定費他

Proseat
（営業利益分）

利益率差
△2.6

億円億円

経常利益差 △6.8億円



2023年3月期上期 財政状況
2021年度 2022年度

期末実績 上期実績

総資産 1,433 1,488 ＋ 55

純資産 582 591 ＋ 9

自己資本比率 40.1% 39.2% △ 0.9%

1株あたり純資産 1,272円86銭 1,304円95銭 32円09銭

（参考）自己資本 575 583 ＋ 8

現金及び預金 105 104 △ 1

短期借入金 163 162 △ 1

長期借入金 139 158 ＋ 19

社  債 70 70 ＋ 0

有利子負債 371 390 ＋ 19

D/Eレシオ（倍） 0.65 0.60 △ 0.05

前期

対比
(単位：億円）

※注）上記の有利子負債は、借入金と社債の合算値です。
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2021年度

通期実績 上期実績 下期見通し 通期見通し 増減 増減率

（Ａ） （B） （C） （D） (D)-(A)

売上高 1,175.7 609.2 640.8 1,250.0 74.3 106%

　営業利益 14.6 △ 3.1 12.6 9.5 △ 5.1 65%

　＜営業利益率＞ <1.2%> ー <2.0%> <0.8%>

60.2 ー

0.7

△ 3.5

(単位：億円）

親会社株主に帰属する

四半期純利益

前年比

　経常利益 14.0 10.1 10.8 △ 3.2 77%

△ 59.2 4.5 1.0

2022年度

2023年3月期 通期業績見通し

● 通期業績見通しは、8月2日公表値から変更ありません。

● 経済情勢の見通し

新型コロナウイルスによる経済インパクトは、22年上期と同様の影響が出る見通し

部品供給不足やウクライナ問題などによる需要影響は残るも、徐々に回復傾向

● 市況想定
原油価格は第１Ｑにピーク後、上期末に向け軟化。エネルギーコストは上昇リスクあり
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2021年度

通期実績 上期実績 下期見通し 通期見通し 増減 増減率

（Ａ） （B） （C） （D） (D)-(A)

売上高 680.4 352.7 357.3 710.0 29.6 104%

　営業利益 △ 13.2 △ 1.3 9.6 8.3 21.5 ー

　＜営業利益率＞ ー ー <2.7%> <1.2%>

(単位：億円）

前年比2022年度

2023年3月期 通期業績見通し（インダストリー分野）

●通期見通し

モビリティ

エレクトロニクス

医療・健康

10

電動部品物流受注及びピオセラン梱包材などリサイクル事業の強化

ディスプレイ分野の在庫調整懸念も、今後成長が期待できる電子材料分野への開発強化

シューズ以外の分野へ展開強化(エラスティル)、AI-FIT-新処方による新領域への拡販(ゲル)

液晶パネル関連需要は低調予測も、世界的な自動車生産台数は回復傾向

需要状況に応じた適切な生産体制とコストダウンへの取り組みを継続し、対前年「増収・増益」

●上/下対比

原燃料高騰分の価格転嫁が上期に浸透、自動車生産台数の回復傾向もあり「黒字化」



2023年3月期 通期業績見通し（ヒューマンライフ分野）
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2021年度

通期実績 上期実績 下期見通し 通期見通し 増減 増減率

（Ａ） （B） （C） （D） (D)-(A)

売上高 495.3 256.4 283.6 540.0 44.7 109%

　営業利益 33.8 7.0 15.3 22.3 △ 11.5 ー

　＜営業利益率＞ <6.8%> <2.7%> <5.4%> <4.1%>

(単位：億円）

前年比2022年度

●通期見通し

食（食品容器）

食（農水産）

住環境・エネルギー

ビーズ（数量）

シート（数量）

年末年始需要を含め、例年通り上期対比で約１割強の販売増と予測

水産関連は天然魚の漁獲量減少が続くも養殖魚物流に展開、農産関連は堅調維持と予測

土木工期遅れ物件の施工が進捗する見込み

ライフグッズ分野のクッション用途需要の回復と環境貢献製品の市場投入拡大

観光関連分野の復調、テイクアウト容器、食品トレー需要は安定で環境貢献製品の開発強化

安定した食需要の取り込みと原燃料価格転嫁対応を進めるも、上期の急激な原燃料価格高騰と、

大分の火災対応費用増などが影響し、通期では「増収・減益」

●上/下対比

上期に発生した原燃料マイナススプレッドは上期の価格転嫁により、対上期で「増益」
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Proseatグループ2022年度概況

● 差別化戦略の推進と構造改革の継続

① 差別化戦略 ：複数の欧州OEMと高耐熱発泡樹脂 “ ST-Eleveat ”を中心とした複合軽量部材の開発を推進

(現：受注2件、開発具体化3件、その他提案多数)

② 拠点整備 ：ポーランド2工場を1工場に統合し、機能集約での効率生産と労務費の抑制実施

③ 固定費・労務費圧縮：コスト削減額△13億円(対2021年比)、従業員△10%(対2021年比)

④ 生産性改善 ：自動化、集約化による合理化、顧客生産調整による柔軟なシフト変更

■ 西中欧自動車生産台数 ■ 売上高推移

上期の自動車生産台数は、ウクライナ問題や半導体等の部品不足により年初予測を下回る状態が続く

下期には数量回復傾向も依然見通しは厳しく、拠点整備などによる効率化と固定費削減を継続

M&A時の予測

期初想定 1,540万台

実績・見通し

万台

万台

億円

330 億円

売上実績・見通し

期初想定

（上150+下160）

(上580+下720）

（上720+下820）



2023年3月期 設備投資概要

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

実績 実績 実績 実績 実績 （期初計画） 上期実績 年間予定

設備投資額 78 74 53 54 38 (63) 19 50

減価償却費 41 45 61 62 62 (62) 28 60

(単位：億円）
2022年度

●主な設備投資

2022年度 上期実績 2022年度 下期予定

・現時点で約60～70％程度の生産能力復旧、他拠点での生産も含めてお取引様への供給体制整備

・九州地区の需要に応えるべく、能力アップ(約20%)も含めたリニューアル計画を策定し、

早期の完全復旧に向け取組み中
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情報システムインフラ整備

生産性向上・生産能力拡大設備

安全対策設備

など

情報システムインフラ整備

合理化・生産性向上設備

グローバル拠点能力拡大

積水化成品大分生産設備 など

●積水化成品大分の生産設備復旧



2016

年度

2017

年度

2018

年度

2019

年度

2020

年度

2021

年度

2022年度

（予定）

 1株あたり当期純利益(円) 73.03 75.33 69.09 51.29 24.86 △ 130.99 2.21

 1株あたり配当(円) 24 27 30 30 21 12 12

 配当性向(連結) 33% 36% 43% 59% 85% －

 自己株式取得(百万円) 718.5 621.2 － － 141.5 －

 総還元性向(連結) 54% 54% 43% 59% 97% －

 ROE 5.7% 5.5% 4.8% 3.6% 1.6% －

 自己株式消却(万株) 100 － － － － －

2023年3月期 株主還元（予想）

● 基本方針 連結業績の動向に応じ、かつ配当の安定性と内部留保のバランスを総合的に判断

（連結配当性向 30～40%を目処）

● 配当予想 年間 = 12円/株（中間３円、期末９円）
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食

エレクトロニクス

モビリティ

医療・健康

住環境・エネルギー

環境貢献製品の市場投入
食の安心・安全の提供やフードロス削減に寄与し

環境・社会課題の解決に貢献する

先端素材や環境貢献製品など
差別化製品で事業の高収益化をはかり

デジタル技術の普及と高度化に貢献する

メディカル・ヘルスケア領域のニーズを
独自製品の高度化で応え

グローバルに新たな価値を提供する

防災・減災やインフラ整備に対応する製品を展開し
持続可能なまちづくりに貢献する

期待領域

注力領域

基盤領域

Proseatとのシナジー最大化と
新素材・新用途展開により

EVなど次世代モビリティの技術革新に貢献する

※ インダストリー分野 ＝「モビリティ」「エレクトロニクス」「医療・健康」 、 ヒューマンライフ分野 ＝「食」「住環境・エネルギー」

450億円

162億円

485億円

47億円

89億円

中期経営計画 ”Spiral-up2024” の５事業領域

領域 位置付け 事業ミッション
2022年度
売上目標

（期初計画）
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５事業領域の上期売上高進捗

● 通期計画に対し、上期の売上高進捗率は４９％

食

エレクトロニクス

モビリティ

医療・健康

住環境・エネルギー
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生協様のシッパー（リターナブル発泡スチロール製宅配容器）について、何度も繰り

返し使用された後、回収・再資源化をし、再び生協様のシッパーとして循環させる仕

組みを構築しています。今後この仕組みを全国の生協様へ展開していく予定です。

５事業領域トピックス「食」

リサイクルEPSのリターナブル宅配容器 上期売上高進捗

リサイクル原材料を活用した当社製品群

環境貢献製品の追加市場投入

に加え、関連業界と連携し、

循環型ビジネスへの転換を進

めていきます。

（上期進捗率47％）

18

億円



トレサビリティー可能なリサイクルEPS原料を100％使用したリチウムイオンバッ

テリー収納容器を開発し、日本パッケージングコンテストで最高峰のジャパンス

ター賞を受賞しました。

※東芝様・SBS東芝ロジスティクス様・当社の共同出品

リサイクル原材料を活用した当社製品群

５事業領域トピックス「エレクトロニクス」

上期売上高進捗

テクポリマーの電子材料分野

展開など、今後大きく成長が

期待できる分野への資源投入

を進めていきます。

（上期進捗率55％）

リサイクルEPS原料を100%使用した
リチウムイオンバッテリー収納容器

19

億円



自動車部品のリターナブル物流で使

用されたピオセラン梱包材を回収・

再生原料化し、再度リサイクルピオ

セラン梱包材として販売する取り組

みを進めています。

耐熱温度180℃、難燃性UL94規格

「V-0」適合グレードを開発しまし

た。現在、お客様とともに各種用途

において、採用に向けた開発や評価

活動を進めています。

高耐熱軽量発泡体

５事業領域トピックス「モビリティ」

上期売上高進捗

大変革が起こる自動車分野で

ST-Eleveat等の開発素材を含

めて採用部位の拡大を進めて

いきます。

（上期進捗率49％）

ピオセラン梱包材の
クローズドリサイクル

ST-Eleveat BIO
高難燃グレードを開発

20

億円



５事業領域トピックス「医療・健康」

上期売上高進捗

成長する医療・健康領域へ、

テクノゲル、化粧品用テクポ

リマー、エラスティルを軸に

グローバル展開を進めます。

（上期進捗率45％）

エラスティル（熱可塑性エラストマー発泡体）
の用途拡大

「軽く、バネのように反発するので速く走れる」「クッション性が良いので怪我を

しにくい」という素材特性を生かし、ランニングシューズのミッドソールに採用さ

れています。新たに、「疲労感を軽減できる」というニーズから、プロテクティブ

スニーカーのソール材にも採用されました。

プロテクティブスニーカー ランニングシューズ

21

※一定の安全性能や耐久性を備えたスニーカー調の作業靴

億円



５事業領域トピックス「住環境・エネルギー」

上期売上高進捗

防災・減災やインフラ整備に

対応する各種製品や、再エネ

施設向け資材など、持続可能

なまちづくりに貢献します。

（上期進捗率47％）

海上公園整備でEFマリン（浮桟橋）や関連資材が採用

東京都が計画している海上公園整備の一環で、有明親水海浜公園（有明アリーナ）

や、海の森公園（海の森水上競技場）にて、当社のEFマリン（浮桟橋）および関連

資材が採用されました。
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有明アリーナ船着場 海の森水上競技施設

億円



– サーキュラーエコノミー実現に向けた2030年目標への進捗 -

計画を上回る推移となっています

売上高比率 ＝ 実績 16% ＞ 計画 12%    （2022年上期末 17%）
登録件数 ＝ 実績 42件 ＞ 計画 40件 （2022年上期末 46件）

環境貢献型のエスレンシートやエラスティルなどで売上高比率が伸長しました

環境貢献製品の創出と拡大

※「ＳＫＧ」はＳekisui Kasei Group の頭文字であり、「５Ｒ」は従来の ３R（Reduce, Reuse, Recycle）に、当社独自の２Ｒ（Replace, Re-create）を加えたものです

20

60

23



気候変動対応

– カーボンニュートラルに向けた2030年目標への進捗 -

2022年5月にTCFD提言に賛同しました。今後、気候変動対応に関する情報開示に取り組んでまいります

工場への太陽光発電設備導入

再生可能エネルギーの
活用拡大を進めています

2024年度に

10％削減

2021年実績

約8％削減

計画を上回る推移となっています

CO2排出量 実績 △８％ ＞ 計画 △２％

生産における省エネ・高効率化や再生エネルギー活用や、
生産量および電力会社のCO2排出係数の減少などでCO2排出量を削減しました
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生分解性プラスチックス事業展開

ハイケム社との戦略的パートナーシップ連携

25

（共同開発事例）

ＰＬＡ樹脂 射出ブロー成形品

当社の樹脂改質技術を応用した
ＰＬＡの射出・ブロー連続成形品

（Ｋ2022出展）

生分解性または
バイオマス由来プラスチックス

を活用した当社製品群

当社
樹脂改質技術・リサイクル製品開発力

ハイケム社
生分解プラスチックスの調達力・マーケット開拓力

生分解性材料分野での新たな価値創造

✕



ＥＳＧ経営の推進

26

ＥＳＧマテリアリティの推進項目について社内ＫＰＩを定め、組織的に推進しています



本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、

当社が現在入手している情報および合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績等はさまざまな要因

により大きく異なる可能性があります。

内容に関するお問合せは

コーポレート戦略本部 ＩＲ広報部

E-mail : ir_pr@sekisuikasei.com




